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児童のストレスに影響を及ぼす要因についての検討
一ソーシャルサポート、対処行動一
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Thepresentstudywastoinvestigatethecopingstrategiesinelementaryschoolchildren，ａｎｄｒｅｌａ‐

tionshipbetweenstressresponsesandsocialsupporLThesurveyaboutCoping,andsubjectivesymptoms

andperceivedsocialsupportwereconductedwith3edand5thgradeelementaryschoｏｌｃｈｉＩｄｒｅｎＷe

alsoinvestigatedthedifferenceofsituationstudyandfriend、Theresultsshowedthat：１）Children

frequentlyusedavoidanceandemotiona]support,２)Boysfrequentlyusedaggressiveindividualcoping

andavoidance,girlsusedsocialcooperation3)Childrenwhofrequentlyusedavoidanceandemotional

supportshowedthehighestscoresofstressresponses4）Thesocialsupporta1leviatedstressmore

effectivelyingiT]ｓｔｈａｎｉｎｂｏｙｓ､５）The3edgradechildrenhadhighscoresoneachcopingthan5th

gradechildren6）Thedomainspecificeffectswerefound・Therearesignificantdeferencebetween

studyandfriendsituation・Chilrenarecopingdifferentlybysituation
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１．目的

ストレスに関する研究を概観すると、これまで

の研究によって、ソーシャルサポートとストレス

の関係、対処行動とストレスの関係、ストレス状

況の差異によるストレス反応などが検討されてき

た。つまり、これまでの研究をLazarusのシステ

ム理論に沿ってまとめてみると、「因果関係先行

条件」と「長期的効果」としてのストレス反応の

関係、または「媒介過程」と「長期的効果」とし

てのストレス反応の関係の検討がなされてきたこ

とになる。

しかし、ストレス反応表出までの過程は、様々

な要因からなり、相互に影響しあっているため、

その解明には、理論に従った包括的な検討が必要

となってくる。

そこで本研究では、ストレス反応表|Ⅱまでの過

程を、「因果関係先行条件｣、「媒介過程｣、「長期

的効果」と追って検討することを主な目的とする。

本研究では図１に示す通り、「因果関係先行条件」

としてソーシャルサポートを、「媒介過程」とし

て対処行動を、「長期的効果」としてストレス反

応を要因として検討を行う。

･環境的変数・対処行動・ストレス反応

ソーシャルサポート

図１本研究モデル

率学校心理学教室。傘那覇TIT立小禄小学校…広島女学院大学生活科学部
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また、岡安らの研究結果（1992）により、スト

レッサーによってストレス反応の現れ方に差がみ

られることが分かっており、ストレッサーを明確

にすることの重要`性が明らかになっている。そこ

で本研究では、ストレス反応表出までの一連の過

程を検討する際、長根らの研究結果（1991）によっ

て、児童にとって代表的な学校ストレッサー場面

として抽出された、友人関係場面をストレッサー

に設定した。

ソーシャルサポートについては、その量だけで

は充分ではなく、誰からどのようなサポートを得

ていると認知しているかという「対象源｣、「機能

的側面」の両方からのアプローチを行う必要があ

ると思われる。

また、対処行動|こっていも、子どもはもともと

成人や社会的環境に依存していることから、対処

行動の指標は慎重に選択する必要があると思わ

れる。そこで、対処行動の調査にはLopez＆

Little（1995）によって開発された尺度で、子ど

もの対処行動を活動性（直接的対間接的）と

社会性（向社会的対反社会的）の２次元によ

り分類可能としたＢISC；Behaviorallnventory

ofStrategicControlを用いる。なお日本では、

嘉数ら（1998)によって日本語版BISCが作成され、

BISC妥当性と信頼性が確認されている。そこで

本研究では、彼女らの作成した友人関係対処行動

調査尺度BISCを使用する。

あわせて、先行研究の中でソーシャルサポート

の認知には性差が得られていることから、ソー

シャルサポートと対処行動がストレス反応に及ぼ

す効果についての性差、学年差についても検討す

る。

調査内容：

①対処行動調査尺度BISC12項目

嘉数ら（1998）作成の日本語版を使用した。

［回避]、［協力要請]、［情緒的援助希求]、［個人

主義的対処]、［他者依存的対処]、［積極的対処］

からなっており、各カテゴリーに２項目ずつ、合

計12項目で構成されている。

対人関係場面の設定については、児童にとって

代表的な困難な場面である「ケンカ場面」を設定

した。「友だちとケンカしたとき、あなたならど

うしますか。また、どう感じますか｡」という困

難な状況に置かれたとき、どのような対処行動を

用いるかを、各項目について「いつもそうです」

から「ほとんどちがいます」の４件法で回答を求

めた。

以下に、対人関係対処行動調査尺度BISCの項

目を示す。

一回避一

．（ケンカしたことを）気にしません。

.（ケンカしたことについて）心配しないように

します。

－協力要請一

．だれかに、「あなただったらどうする」と聞き

ます。

・だれかに助けてもらって、うまくいくようにし

ます。

－情緒的援助希求一

．家族と一緒にテレビを見たりして、（ケンカし

たことを）考えないようにします。

、私をなぐさめてくれる人をさがします。

－個人主義的対処一

．他の人の言うことはあてにならないので、自分

でなんとかします。

、だれかに助けてもらうことはきらいなので、自

分でなんとかします。

－他者依存的対処一

．だれかがうまくやってくれるまで待ちます。

.「自分は言えないから」と言って、代わりにだ

れかにあやまってもらいます。

－積極的対処一

.「ごめんね」と自分からあやまります。

・ケンカをした理由を考えて、そのようにならな

いように気をつけます。

２．方法

調査対象：

沖縄県内公立Ｙ小学校

３年生121名（男児62、女児59)、

５年生97名（男児44、女児53）計218名

沖縄県内公立Ｊ小学校

３年生９０名（男児43、女児47)、

５年生126名（男児62、女児64）計216名，

総計434緒

調査期日：1997年11月下旬～１２月上旬

－３４４－
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②ソーシャルサポート調査尺度

中澤（1996）の作成したソーシャルサポート尺

度を用いた。「情緒的サポート」と「情報的サポー

ト」で構成されている。サポート源としては、

｢お父さん｣、「お母さん｣、「きょうだい｣、「友だ

ち｣、「先生｣、の５対象を設定した。項目数は、

５対象源×６項目＝30項目であった。各項目に記

されたサポートを、設定された情報源からどの程

度得ていると思うかを、「してくれる」から「し

てくれない」の４段階評定で回答を求めた。

③ストレス反応調査尺度

嶋田・戸ケ崎・坂野(1994)の作成した児童版ス

トレス反応調査尺度を用いた。本尺度は、４因子

からなっており、各因子について５項目ずつ、合

計20項目であった。第１因子は[身体反応]、第２

因子は[抑うつ・不安感情]、第３因子は[不機嫌・

怒り感情]、第４因子は[無気力]であった。各項

目について自分がどの程度あてはまるかを、「よ

くあてはまる」から「全然あてはまらない」の４

段階評定で回答を求めた。

調査手続き：

各クラス担任を介して、調査用紙を児童に配布

し、担任教師の説明・指導のもとに一斉に調査を

行った。

３．結果

（１）ソーシャルサポートについて

①対象源別ソーシャルサポートの性差および学

年差（表ｌ）

対象源別ソーシャルサポートの平均値について、

性差および学年差を検討するために、性（男・女）

×学年（３．５）の２要因分散分析を行った。

その結果、性の有意な主効果が「父」ＩＦ(1,324)＝

3.45,ｐ＜lOl、「母」ＩＦ(1,341)＝17.32,ｐ＜0011,

｢きょうだい」ＩＦ(1,299)＝5.80,ｐ＜､051,「友だ

ち」ＩＦ(1,320)＝50.32,ｐ＜､0011,「教師」ＩＦ(1,

330)＝20.37,ｐ＜､0011の全ての対象において得

られた。下位検定の結果、全てのサポート源にお

いて、女児が男児よりも多くのサポートを得てい

た。

学年の有意な主効果が得られたのは、「友だち」

|Ｆ(1,320)＝4.66,ｐ＜０５１，「教師」｜Ｆ(1,330)＝

17.66,ｐ＜００１１においてであった。下位検定の

結果、５年生は３年生よりも「友だち」から多く

のサポートを得ていると認知しており、３年生は

５年生よりも「教師」から多くのサポートを得て

いると認知していた。性と学年の有意な交互作用

は認められなかった。

表１対象源別ソーシャルサポートの性差および学年差の検定

性 学年 交互作用

男１７０２（4.89）Ｆ＝3.45＋

女１８０１（4.60）男く女

父 ３年17.50（4.97）Ｆ＝､００３Ｆ-891

５年17.57

母 男18.43（4.69）Ｆ＝17.324…

女20.34（3.75）男く女

３年19.24（4.50）Ｆ＝､576Ｆ＝０６６

５年19.62（4.16）

兄弟 男12.98（4.69）Ｆ＝35.80．

女14.35（4.96）男く女

３年１３３０（4.97）Ｆ＝､1.63Ｆ-072

５年14.05（4.81）

友だち 男15.14（479）Ｆ＝50.32…

女１８７２（４２７）男く女

３年１６４４（5.15）

５年17.54（4.45）

Ｆ＝4.66.

3＜５
Ｆ＝０４６

教師 男15.50（5.25）Ｆ＝20.37…

女17.83（4.61）男く女

3年17.84

5年15.68

(4.83）Ｆ＝17.66…
F-l84

(5.05）３＞５

.ｐ＜､0５…ｐ＜､0１率.竃ｐ＜､001

－３４５－
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②機能別ソーシャルサポートの性差および学年

差（表２）

ソーシャルサポートの機能的側面（情緒的サポー

ト・情報的サポート）の平均値について、性差お

よび学年差を検討するために、性（男・女）×学

年（３．５）の２要因分散分析を行った。

その結果、,性の有意な主効果が、情緒的サポー

ト１Ｆ(1,291)＝20.26,ｐ＜,００１１と情報的サポー

ト１Ｆ(1,267)＝1468,ｐ＜､001｝の両方で得られ

た。下位検定の結果、情緒的サポート、情報的サ

ポートの両方で女児は、男児よりもサポートを多

く受けていると認知していた。学年の主効果と性

表２機能別ソーシャルサポートの性差および学年差の検定

`性 学年 交互作用

情緒的ＳＳ男23.30（6.79）Ｆ＝50.26…

女28.54（5.85）男く女

3年26.22（7.10）Ｆ＝1.09Ｆ＝､27

5年25.71（6.60）

情報的ＳＳ男55.20（13.29）Ｆ＝14.68…

女60.92（10.47）男く女

3年57.61（13.00）Ｆ－４０１Ｆ＝､047

5年58.67（11.55）

.ｐ＜０５＊.ｐ＜０１＊.*ｐ＜､001

表３機能別・対象源別ソーシャルサポートについての性差および学年差の検定

性 学年 交互作用

3年5.497（1.92）Ｆ＝0.037

5年5.489（1.82）

SS-J-F 男5.086（1.88）

女5.885（1.76）

Ｆ＝17.22

＊中本

、.ｓ、

5年６２０９（1.85）Ｆ＝0.09

5年６．２９６（1.68）

SS-J-M 男5.743（1.92）

女6.734（1.45）

Ｆ＝32.71

＊＊＊

ｎs．

3年4.204（1.82）Ｆ＝30.65

5年4.070（1.76）

SS-J-B 男3.939（1.68）

女4.322（1.87）

Ｆ＝4.043
＊

、.ｓ、

３年5.197（1.90）Ｆ＝0.054

５年5.202（1.89）

SS-J-FR 男４５１８（1.77）

女5.823（1.79）

Ｆ＝47.674
＊中本

ｎs．

SS-JH-T ３年5.633（1.95）

５年4.725（2.03）

Ｆ＝22.437
＊＊＊

男4.638（2.07）

女5.676（188）

Ｆ＝28.621
土中＊

、.ｓ，

SS-JH-F 3年１２．１０２（3.48）Ｆ＝0.006

5年12.079（3.23）

男１２０１９（3.49）Ｆ＝0.142

女12.156（3.21）

、.ｓ、

3年13.065（3.02）Ｆ＝1.015

5年13.389（2.77）

SS-JH-M 男12.807（3.13）

女13.637（2.60）

Ｆ＝7.263
本中中

ｎs．

SS-JH-B 3年９１９６（3.53）

5年9.994（3.45）

Ｆ＝4.050

＊

男9.102（3.37）

女10.097（3.56）

Ｆ＝6.360

＊＊

、.ｓ、

3年11.252（3.48）Ｆ＝10.86

5年12.354（3.00）．。

SS-JH-FR 男10.727（3.39）

女12.847（2.81）

Ｆ＝40.246
＊＊＊

ｎs．

SS-JH-T 3年12.299（3」３）Ｆ＝14.282

5年11.017（3.33）…

男11.068（3.50）

女12.165（aoO）

Ｆ＝10.636
＊わ

、.ｓ，

零ｐ＜０５．*ｐ＜０１＊＊*ｐ＜､００１
J；・情緒的サポート

ＪＨ;情報的サポート

Ｆ；父、Ｍ；母、Ｂ；きょうだい、ＦＲ；友だちＴ；教師

－３４６－
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と学年の有意な交互作用は認められなかった。

③機能別の対象源別ソーシャルサポートの性差

および学年差（表３）

機能別の対象源別ソーシャルサポートの平均値

について、性差および学年差を検討するために、

性（男・女）×学年（３．５）の２要因分散分析

を行った。

その結果、性の有意な主効果が「父親」からの

｢･情報的サポート」を除く全てにおいて認められ

た。「父親」からの「情緒的サポート」ＩＦ(1,357)＝

17.221,ｐ＜001}、「母親」からの「情緒的サポー

ト」ＩＦ(1,386)＝32.714,ｐ＜､0011,「きょうだい」

からの「情緒的サポート」ＩＦ(1,334)＝4.043,ｐ

＜､051,「友だち」からの「情緒的サポート」ＩＦ

(1,356)＝47674,ｐ＜0011,「教師」からの「情

緒的サポート」ＩＦ(1,359)＝28.621,ｐ＜0011,

｢母親」からの「情報的サポート」ＩＦ(1,353)＝

7.263,ｐ＜､01}、「きょうだい」からの「情報的

サポート」ＩＦ(1,312)＝6.360,ｐ＜､01}、「友だち」

からの「情報的サポート」ＩＦ(1,337)＝40.246,ｐ

＜､0011,「教師」からの「情報的サポート」ＩＦ

(1,338)＝10.636,ｐ＜､011であった。下位検定

の結果、全ての対象で女児は、男児よりもサポー

トを受けていると認知していた。

学年の有意な主効果が得られたのは、「情緒的

サポート」については「教師」からのサポート

|Ｆ(1,359)＝22.437,ｐ＜､0011のみであった。下

位検定の結果３年生は、５年生よりも「教師」か

らの「情緒的サポート」を多く受けていると認知

していた。

さらに、「情報的サポート」については、「きょ

うだい」ＩＦ(1,312)＝4.050,ｐ＜051、「友だち」

ＩＦ(11337)＝10.856,ｐ＜､011,「教師」ＩＦ(1,338)＝

14.282,ｐ＜､001｝において、学年の主効果が得

られた。下位検定の結果５年生は、３年生よりも

｢きょうだい」および「友だち」からの「情報的

サポート」を多く受けていると認知しており、逆

に３年生は、５年生よりも「教師」からの「情報

的サポート」を多く受けていると認知していた。

情緒的サポート、情報的サポートの結果をまと

めると、高学年になると仲間からのサポートが多

くなるが、教師からのサポートが得にくいと認知

していることが分かる。

どのサポートについても性と学年の有意な交互

作用は認められなかった。

（２）友人関係対処行動調査尺度BlSCについて

友人関係対処行動調査尺度BISC各因子の性差お

よび学年差（表４）

友人関係対処行動調査尺度BISCの各因子の平

均値について、‘性差および学年差を検討するため

に、性（男・女）×学年（３．５）の２要因分散

分析を行った。

その結果、性の有意な主効果が、「回避」｜Ｆ

(1,425)＝5.693,ｐ＜051、「協力要請」ＩＦ(1,419)＝

8.667,ｐ＜01}、「個人主義的対処」ＩＦ(1,426)＝

4.722,ｐ＜､05｝において認められた。下位検定

の結果、男児は女児よりも「回避」および「個人

主義的対処」を多く用い、女児は男児子よりも

｢協力要請」を多く用いていた。

さらに、学年の有意な主効果が、「回避」ＩＦ

(1,425)＝12286,ｐ＜・OO1I、「協力要請」ＩＦ(1,419)＝

4.990,ｐ＜05}、「情緒的援助希求」ＩＦ(1,426)＝

30.267,ｐ＜0011,「個人主義的対処」ＩＦ(1,426)＝

20.023,ｐ＜OO1l、「他者利用的対処」ＩＦ(1,421）

＝5.285,ｐ＜､051,「積極的対処」ＩＦ(1,430)＝

15.069,ｐ＜､001｝の全てにおいて得られた。下

位検定の結果、３年生は、５年生よりも全ての対

処行動を多く使用していた。

どの対処行動についても性と学年の有意な交互

作用は認められなかった。

（３）ストレス反応について

ストレス反応各因子の性差および学年差（表５）

ストレス反応における各下位因子の平均値につ

いて、性差および学年差を検討するために、性

(男・女）×学年（３．５）の２要因分散分析を

行った。

その結果、「抑うつ・不安」反応において、性

の有意な主効果ＩＦ(1,419)＝7.98,ｐ＜・O1I、お

よび学年の有意な主効果１Ｆ(1,419)＝４２７，ｐ＜

051が得られた。下位検定の結果、女児は男児よ

りも「抑うつ・不安」が高く、３年生は５年生よ

りも「抑うつ・不安」が高いことが分かった。性

と学年の有意な交互作用は認められなかった。

－３４７－
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表４対処行動についての性差および学年差の検定

学年 `性 交互作用

回避 3年8.259（2.94）

5年7.309（2.61）

男８１０１（2.96）

女7.447（2.62）

Ｆ＝12.286

本＊＊

Ｆ＝5.693

＊

ｎs．

協力要請 3年7.078（2.72）

5年6.561（2.23）

男6.464（2.49）

女7.156（2.45）

Ｆ＝4.990
＊

Ｆ＝８．６７
＊＊

ｎs．

情緒的援助

希求

3年7.330（2.56）

5年6.086（2.10）

男6.665（2.36）Ｆ＝0.060、.s、

女6.710（2.46）

Ｆ＝3ｑ267
＊＊＊

個人主義的

対処

3年8.524（3.18）

5年7.291（2.47）

Ｆ＝20.023
＊＊＊

男8.201（2.92）

女7.585（2.85）

Ｆ＝4.722
＊

ｎs．

他者依存的

対処

3年5.917（2.17）

5年5.479（1.71）

男5-815（2.09）Ｆ＝1,572ｎs・

女5.574（182）

Ｆ＝5.285
＊

積極的対処３年10.952（2.97）Ｆ＝15.069

５年9.910（2.63）…

男10.261（2.99）Ｆ＝1.484、.s・

女10.566（2.70）

*ｐ＜､0５軍.ｐ＜,0１….ｐ＜､001

表５ストレス反応の性差および学年差の検定

性 学年 交互作用

身体反応 男８．７２（3.42）Ｆ＝2.10

女９．２１（3.51）

3年９．０５（0.25）Ｆ-25

5年８８９（3.54）

Ｆ＝､7９

抑うつ・不安男７．６１（2.99）

女８．４５（3.25）

3年８．３５（3.16）

5年７．７４（3.11）

Ｆ＝7.98*＊

男く女

Ｆ＝４．２７．

３＞５

Ｆ＝１．３７

不機嫌・怒り男９．６０（4.09）Ｆ-37

女９．３６（3.52）

3年９．６０（371）Ｆ-38

5年９．３７〈3.92）

Ｆ＝１．０９

無気力 男９．２３（3.74）Ｆ＝0.73

女８．９４（3.28）

3年９．１６（3.33）Ｆ－１７

５年９．０１（3.69）

Ｆ＝3.86十

ストレス総計男34.51（lL65）Ｆ-57３年35.26（10.58）Ｆ＝､2５Ｆ＝1.15

女35.39（1083）５年34.66（11.84）

.ｐ＜､0５．戦ｐ＜０１＊*津ｐ＜､001

（４）各測度間の関連について

①－１対象源別ソーシャルサポートと対処行動と

の関連（表６）

対象源別ソーシャルサポートと各対処行動にど

のような関連`性があるのか検討するために、これ

らの相関係数を算出した。

有意な相関係数が得られたのは「父」で２個、

｢母」で３個、「きょうだい」で１個、「友だち」

で５個、「教師」で３個であった。

詳細に検討してみると、「友だち」からのサポー

トは、６対処行動中「他者依存的対処」を除く、

５対処行動との間で、有意な相関が得られた。こ

のことから、「友だち」からのサポートの有無

が、対処行動の生起に関連していることが推測さ

れる。「友だち」からのサポートと「協力要請」

(r＝､251)、「情緒的援助希求」（r-l75)、「積極

的対処」（r-209）との間には、有意な正の相関

(p＜０５～p＜001）が得られ、「友だち」からの

サポートが得られていると認知する者ほど、「協

力要請｣、「情緒的援助希求｣、「積極的対処」など

－３４８－
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表６対象源別ソーシャルサポートと対処行動との相関

性回避協力情緒的個人主義他者依存積極的

ち

弟
だ
師

父
母
兄
友
教

-.075

-.110.

-.019

-.131.

.011

､170*．

､217*.．

､105

.251**、

265*.．

064

.047

.126.

.175*＊

､226｡*．

＊

バ
リ
Ｏ
色
１
几
Ｒ
ｕ
、
『
ｕ

〈
、
ｎ
Ｕ
Ｒ
ｕ
１
１
〈
Ｄ

ｎ
Ｕ
１
Ｌ
ｎ
Ｕ
１
几
、
Ｕ

■
Ｐ
●
甲
●

』
』
』
一
一

６
１
０
０
２

８
８
９
４
１

０
０
０
０
０

勺
●
●
●
●

一
一
二
一
一

､113竃

､185*.．

､055

.209*.．

､209…．

トータル－０９９ 251.*．．155. -.125率 -.070 .226*“

*ｐ＜､0５…ｐ＜､0１．*準ｐ＜､001

表７ソーシャルサポートの機能的側面と対処行動との相関

回避協力情緒的個人主義他者依存積極的

情緒的ＳＳ

情報的ＳＳ

-.016

-128つ

267**．

､224傘｡．

200...

.115

-.069

-.134.

-.007

-.125.

､245*.．

､158*．

ＳＳトータル-０９９ ､251*.．、155. -125. -０７０ 226...

*ｐ＜０５．*ｐ＜､0１．～ｐ＜､001

の接近的な対処をとることを示唆する。一方、

｢回避」（r＝-.131)、「個人主義的対処」（ｒ＝

‐､115）との間には、有意な負の相関（ｐ＜０５）

が得られた。つまり、「友だち」からのサポート

が得られると認知できない者ほど、「回避」や

｢個人主義的対処」などの回避的ネガティブな対

処行動をとるといえる。

「母」からのサポートと「回避」（r＝‐,110）

との間には、低いが有意な負の相関（p＜05）が

得られた。つまり、「母」からのサポートが得ら

れないと認知する者ほど、対処行動として「回避」

をとることが明らかになった。

「教師」からのサポートと「協力要請」（ｒ＝

､265)、「情緒的援助希求」（r-226)、「積極的対

処」（r-209）との間には、有意な正の相関（ｐ

＜001）が得られた。このことは「教師」からの

サポートが得られると認知している者、つまり、

教師との関係がうまくいっていると認知している

者ほど、「社会的協力」や「情緒的支援｣、「積極

的対処」など接近的な対処行動をとるといえる。

さらに、対処行動のタイプごとにみてみると、

｢回避｣、「個人主義的対処」および「他者依存的

対処」は、全てのサポート源との間に負の相関係

数が得られた。また、「協力要請｣、「情緒的援助

希求」および「積極的対処」は、全てのサポート

源と正の相関関係を示した。Lopez＆Little

(1995)によるコーピングの２元軸モデルによると、

｢協力要請｣、「情緒的援助希求」は、「向社会的一

直接的」次元に分類される。ＢISCにおける「積

極的対処」の項目は、その内容から、同様に「向

社会的一直接的」次元にあてはまるものと思われ

る。つまり、ソーシャルサポートが得られている

と認知している者ほど、「向社会的一直接的」対

処を用いることが明らかになった。

①－２ソーシャルサポートの機能的側面と対処行

動との関連（表７）

ソーシャルサポートの機能的側面（情緒的機能・

情報的機能）と各対処行動との間にどのような関

連性があるのかを検討するために、これらの相関

係数を算出した。

「情緒的サポート」、「情報的サポート」および

｢サポート総計」と対処行動の「協力要請」との

間の相関係数は、それぞれｒ＝267、ｒ＝､224、

ｒ－２５１という有意な正の相関係数が得られた

(いずれもｐ＜001)。

さらに、「情緒的サポート」および「サポート

－３４９－
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総計」と対処行動の「情緒的援助希求」の間には、

ｒ-200（p＜､001)、ｒ＝､155（ｐ＜005）という

有意な正の相関係数が得られた。

「情緒的サポート」、「情報的サポート」および

｢サポート総計」と対処行動の「積極的対処」と

の間には、ｒ＝､245（p＜､001)、ｒ-158(p＜､01)、

ｒ＝.226(p＜､001）という有意な正の相関係数が

得られた。

「情報的サポート」と対処行動の「回避｣、「個

人主義的対処｣、「他者依存的対処」と間には、そ

れぞれr＝‐､128,ｒ＝-.134,ｒ＝-.125(いずれも

P＜05)の有意な負の相関係数が得られた。つま

り、「情報的なサポート」が得られると認知して

いる者ほど、「回避｣、「個人主義的対処｣、「他者

依存的対処」などの対処行動をとらないといえる。

言い換えると、「情報的サポート」が少ないと認

知する者は、「回避」か「個人主義的対処」か

｢他者依存的対処」などの対処行動をとるといえ

る。

①－３機能別、対象源別のソーシャルサポートと

各対処行動の関連（表８）

機能別、対象源別のソーシャルサポートと各対

処行動との間にどのような関連があるのか検討す

るために、これらの相関係数を算出した。

対処行動の「回避」は、「母親」（r＝-.133）お

よび「友だち」（r＝-.141）からの「情報的サポー

ト」との間に、有意な負の相関係数（P＜０５）が

得られた。

対処行動の「協力要請」は、「きょうだい」か

らの「情報的サポート」を除いた全てのサポート

源との間に、有意な正の相関が得られた（r－１１５

～r-272)。

対処行動の「情緒的援助希求」は、「きょうだ

い｣、「友だち」および「教師」からの「情緒的サ

ポート」との間に、さらに、「友だち」および

｢教師」からの「情報的サポート」との間に有意

な正の相関係数が得られた（r＝､158～r-228)。

対処行動の「個人主義的対処」は、「母親」（r＝

-.106）および「友だち」（r＝‐.116）からの「情

報的サポート」との間に、有意な負の相関係数が

得られた。

対処行動の「他者依存的対処」は、「父親」（r＝

-.113）および「きょうだい」（r＝-137）からの

｢情報的サポート」との間に、有意な負の相関係

数が得られた。

対処行動の「積極的対処」は、「きょうだい」

からの「情緒的サポート｣、「父親」および「きょ

うだい」からの「情報的サポート」を除いた全て

のサポート源との間で、有意な正の相関が得られ

た（r＝､132-209)。

表８機能別・対象源別ソーシャルサポートと対処行動との相関

回避協力情緒的個人主義他者依存積極的Ｆ
Ｍ
Ｂ
ｍ
Ｔ
尹
拙
弔
繩
汀

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
』

-.030

-.036

.057

-075

.006

-.044

-.133＊

-061

-.141＊

、036

中
本
＊

＊
＊
＊

＊
＊

＊
中

中
＊
中

力
＊
＊
＊
＊
中
本

＊
＊

１
上
（
ｎ
Ｕ
７
－
勺
－
．
０
凸
Ｒ
ｕ
。
△
Ｑ
Ｕ
ｎ
ク
ム
（
ｕ
Ｊ

Ｑ
Ｕ
７
０
Ｑ
Ｕ
ロ
リ
ワ
ー
Ｋ
Ｕ
ｎ
Ｕ
（
Ⅲ
Ｕ
Ｒ
ｕ
・
几
五

５
１
１
几
１
１
１
人
ｏ
△
１
几
１
１
１
１
Ｏ
△
リ
ム

●
●
■
■
●
●
●
●
■
の

062

.047

.185*.＊

､175*＊

､200*＊＊

､050

.022

0.84

.158…．

228.零．

中
中

ｉ
Ｌ
（
。
』
Ｑ
Ｊ
ｏ
色
●
ん
丑
、
〃
色
か
り
貝
Ｊ
、
。
１
▲

。
』
反
Ｕ
１
人
０
Ｊ
（
ｕ
Ｊ
ｎ
ｏ
ｎ
Ｕ
Ｑ
〉
ハ
ロ
Ｑ
Ｕ

ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｖ
可
１
ｎ
Ｖ
１
人
ｎ
Ｕ

■
Ｐ
□
□
■
ｐ
、
Ｐ
Ｃ
●

。
』
’
｜
』
一
一
一
一
一

-.015

-.068

.001

-.017

.008

-.113＊

-.102

-.137.

-.061

.031

中
本
本

木
中

中
＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊
＊

β
＄
Ｒ
ｕ
ｑ
Ｕ
反
Ｕ
０
Ｖ
〈
ｈ
）
ｏ
色
Ｒ
ｕ
０
△
（
ｘ
Ｕ

Ｑ
Ｊ
（
ｕ
Ｊ
ｎ
Ｕ
（
Ｒ
Ｕ
ｎ
Ｕ
７
０
９
Ｊ
、
夕
凸
ｎ
Ｕ
ｎ
ｘ
〉

１
上
１
上
ｎ
Ｕ
１
１
。
α
（
ｎ
Ｖ
１
１
ｎ
Ｕ
。
△
１
１

⑪
。
●
●
●
■
■
Ｇ
■
■

＊Ｐ＜､0５．*Ｐ＜０１、率.Ｐ＜００１
J；情緒的サポート

ｊＨ;情報的サポート

Ｆ；父、Ｍ；･趾、Ｂ；きょうだい、ＦＲ；友だち Ｔ；教師
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表９各対処行動とストレス反応との相関

回避協力情緒的個人主義他者依存積極的

身体的反応

抑うつ・不安

不機嫌・怒り

無気力反応

､031

.086

.174*.率

､071

､117＊

､208..＊

､153..

.094

165掌零

.183.*．

､132*．

､148～

103＊

157..

.122＊

､129..

､097＊

081

.124＊

､055

、084

.101.

.015

-.043

ストレス総計、011 ､166.。 ､188.掌． ､108傘 151..040

.ｐ＜０５．*ｐ＜､0１竃…ｐ＜､001

つまりまとめると①－２の結果と同様に、サポー

トが得られると認知する者は、「協力要請」「情緒

的援助希求」「積極的対処」を用いるといえる。

逆にサポートが得られないと、「回避」「個人主義

的対処」「他者依存的対処」を用いるといえる。

②各対処行動とストレス反応の関連（表13）

各対処行動とストレス反応との間にどのような

関連があるかを検討するために、これらの相関係

数を算出した。

対処行動の「協力要請｣、「情緒的援助希求｣、

｢他者依存的対処」得点と「ストレス総計」との

間に、それぞれr-166,ｒ＝､188,ｒ－１５１（いず

れもｐ＜､001）の正の有意な相関が得られた。「社

会的協力｣、「情緒的援助｣、「他者依存的対処」な

どの対処は、他者との接触が必要な対処と考えら

れる。それらの対処とストレス反応の間には正相

関が得られたことから、他者との接触が必要な対

処行動によってストレスが増大されていることが

示唆された。

③－１対象源別ソーシャルサポートとストレス反

応の関連（表９）

対象源別ソーシャルサポートとストレス反応の

間にどのような関連性があるかを検討するために、

これらの相関係数を算出した。

まず、「父親」からのサポートは、ストレス反

応の「抑うつ・不安」（r-113)、および「不機

嫌・怒り」（r-139)、の間に、有意な負の相関

係数が得られた。

さらに、「母親」からのサポートは、ストレス

｢1111気力」の間に、有意な負の相関係数が得られ

た（r-148)。

「教師」からのサポートは、ストレス反応の

｢不機嫌・怒り」（r-174)、およびストレス「無

気力」（r-116）との間に、有意な負の相関係数

が得られた。

これらのことから、ソーシャルサポートとスト

レス反応との間は、負の相関関係にあり、ソーシャ

ルサポートが得られると認知している者ほど、ス

トレスが低いといえ、サポートの軽減効果が示唆

された。

③－２機能別ソーシャルサポートとストレス反応

の関係（表10）

機能別ソーシャルサポートの量とストレス反応

の間にどのような関連性があるかを検討するため

に、これらの相関係数を算出した。

「情緒的サポート」と、ストレス反応の「不機

嫌・怒り」（r＝154）および「無気力」（r-119)、

との間に、有意な負の相関係数が得られた。

「情報的サポート」と、ストレス反応の「不機

嫌・怒り」（r＝､171）および「無気力」（r-127)、

との間にも、有意な負の相関係数が得られた。

情緒的サポート、情報的サポートどちらも、ス

トレス反応の「不機嫌・怒り」「無気力反応」と

の間に負の相関係数が得られた。

表１０機能別ソーシャルサポートとストレス反応との相関

情緒的機能情報的機能トータル

身体的反応

抑うつ不安

不機嫌怒り

無気力反応

-.024

.049

-.175*．

‐.135.

-.037

-.038

-.171*＊

-.127＊

-013

.073

-154.

-119.

トータル－０６５‐､127零一.106

*ｐ＜､0５準*ｐ＜､0１．…ｐ＜､001
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表１１機能別・対象源別ソーシャルサポートと

ストレス反応との相関

るのかを検討するために、これらの相関係数を算

出した。

ストレス反応の「不機嫌・怒り」は、「父親」

からの「情緒的サポート」との間に、低いが有意

な負の相関係数が得られた（r＝-.157)。
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JH;情報的サポート

Ｆ；父､Ｍ；母､Ｂ；きょうだい、ＦＲ；友だちＴＩ教師

③－３機能別、対象源別ソーシャルサポートとス

トレス反応の関連（表11）

機能別、対象源別ソーシャルサポートとストレ

ス反応の間にどのような関連があるのかを検討す

るために、これらの相関係数を算出した。

ストレス反応の「抑うつ・不安」は、「友だち」

(r-126）からの「情緒的サポート｣、「父親」（r＝

-.121）からの「情報的サポート」との間に、低

いが有意な相関係数が得られた。

ストレス反応の「不機嫌・怒り」は、「父親」

および「教師」からの「情緒的サポート」と、

｢母親」および「教師」からの「情報的サポート」
との間に、有意な負の相関係数が得られた（ｒ＝

-.109～r＝‐157)。

ストレス反応の「無気力」は、「父親」（ｒ＝

-.188）および「母親」（r＝－１１７）からの「情緒

的サポート」と、「母親」（ｒ＝－．１５２）からの

｢情報的サポート」との間に、有意な負の相関係
数が得られた。

③－４男児における、機能別、対象源別ソーシャ

ルサポートとストレス反応の関連（表12）

男児における、機能別、対象源別ソーシャルサ

ポートとストレス反応の間にどのような関連があ

｡p＜､0５．.p＜､0１…p＜００１

J；情緒的サポート

JH;情報的サポート

Ｆ；父､Ｍ；母､Ｂ；きょうだい､ＦＲＩ友だちＴ；教師

表１３女児における機能別・対象源別ソーシャル

サポートとストレス反応との相関
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その他の、有意な相関係数は得られなかった。

③－５女児における、機能別、対象源別ソーシャ

ルサポートとストレス反応の関連（表13）

女児における、機能別、対象源別ソーシャルサ

ポートとストレス反応の間にどのような関連があ

るのかを検討するために、これらの相関係数を算

出した。

ストレス反応の「抑うつ・不安」は、「父親」

からの「情緒的サポート」（r＝-.161）および

｢情報的サポート」（r＝‐､168）との間に、低い

が有意な負の相関係数が得られた。

ストレス反応の「不機嫌・怒り」は、「教師」

からの「情緒的サポート」（r＝-.220）および

｢情報的サポート」（r＝--192）との間に、有意

な負の相関係数が得られた。

ストレス反応の「無気力」は、「父親」（r＝‐、

260)、「母親」（r＝‐.167）および「教師」（r＝‐、

206）からの「情緒的サポート」と、「母親」（r＝

-.187）からの「情報的サポート」との間に、有

意な負の相関係数が得られた。

「ストレス総計」は、「教師」からの「情緒的

サポート」との間に、有意な負の相関係数が得ら

れた（r＝－．221)。

男女別の機能別、対象源別ソーシャルサポート

とストレス反応の関連を比較したところ、明らか

に違いが見られた。女児は男児よりも、サポート

とストレスの関連が強く、特に、「教師」からの

｢情緒的サポート」がストレス軽減に効果が顕著

だった。

④－１ストレス反応に影響を与える要因について

(表14）

ストレス反応に影響を与える要因について検討

するために、ストレス反応の各因子を基準変数と

し、対処行動、情緒的サポート、･情報的サポート

別のサポート対象源を影響変数として、重回帰分

析を行った。その結果、「ストレス総計」（Ｒ２＝

293）において説明率が有意な傾向にあり、「抑

うつ・不安」（Ｒ2-317)、「不機嫌・怒り」（Ｒ2－

323)、および「無気力」（Ｒ2-314）において説

明率が有意であった。さらに詳細に検討するとス

トレス反応の「抑うつ・不安」と「きょうだい」

からの「情報的サポート」の標準偏回帰係数はβ＝、

175であった。ストレス反応の「不機嫌・怒り」

表１４ストレス反応についての重回帰分析

標準偏回帰係数（β）

ストレス反応
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と対処行動の「回避」および「協力要請」の標準

偏回帰係数はそれぞれ、β＝､133,β－１４６（い

ずれもp＜､05）となった。ストレス反応の「無気

力」と「父親」からの「情緒的サポート｣、「母親」

からの「情報的サポート」の標準偏回帰係数はそ

れぞれ、β＝-.343（p＜､001）、β＝-.201（p＜、

05）となった。

つまり、「回避」や「協力要請」などの対処行

動は、「不機嫌・怒り」反応を増大させ、「無気力」

反応の軽減には「父親」からの「情緒的サポート｣、

｢母親」からの「情報的サポート」が有効である

ことがわかった。

④－２男児におけるストレス反応に影響を与える

要因について（表15）

男児におけるストレス反応に影響を与える要因
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について検討するために、ストレス反応の各因子

を基準変数とし、対処行動、･情緒的サポート、情

報的サポート別のサポート対象源を影響変数とし

て、重回帰分析を行った。

その結果、ストレスのどの下位因子においても

説明率は有意でなかった。ストレス反応の「身体

反応」（Ｒ2-277）においては、説明率が有意な

傾向にあった。「抑うつ・不安」では、対処行動

の「協力要請」（β＝､252,ｐ＜０５)と情緒的サポー

トおよび情報的サポートの「きょうだい」（それ

ぞれ、β-297,ｐ＜､05,β＝-.256,p＜､05）との

間に有意な偏相関が得られた。ストレス反応の

｢不機嫌・怒り」では、対処行動の「協力要請」

に有意な偏相関が得られた(β-333,ｐ＜､05)。

ストレス反応「無気力」では、,情緒的サポート

｢きょうだい」との間に有意な偏相関が得られた

(β-283,p＜､05)。

これらの結果から、男児において、対処行動

｢協力要請」は、「抑うつ・不安」「不機嫌・怒り」

を増大させ、「抑うつ・不安」の軽減には「きょ

うだい」からの「情報的サポート」が有効である

ことが明らかになった。

④－３女児におけるストレス反応に影響を与える

要因について（表16）

女児におけるストレス反応に影響を与える要因

について検討するために、ストレス反応の各因子

を基準変数とし、対処行動、情緒的サポート、情

報的サポート別のサポート対象源を影響変数とし

て、重回帰分析を行った。

その結果、ストレス反応の「不機嫌・怒り」

表１５男児におけるストレス反応についての重回帰分析 表１６女児におけるストレス反応についての重回帰分析
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(Ｒ2-400)において、説明率が有意な傾向にあ

り、「ストレス総計」（Ｒ2-470)、「抑うつ・不

安」（Ｒ2-435）および「無気力」（Ｒ２＝､464）

において説明率が有意であった。ストレス反応の

｢身体反応」および「抑うつ・不安」では、対処

行動「他者依存」との間に有意な偏相関が得られ

た(それぞれ、β-183,ｐ＜､05,β＝､249,p＜

・Cl)。「無気力」では、「父」からの情緒的サポー

ト（β＝-.375,ｐ＜001)、「父」および「母」か

らの情報的サポート(それぞれ、β-335,ｐ＜05,

β＝-.290,p＜05)との間に有意な偏相関が得られ

た。また、ストレスを軽減する傾向が見られたも

のとして、「ストレス総計」では、「教師」からの

情報的サポートが有効であり、「身体反応」では

｢母」からの`情報的サポートが有効であった。こ

れらの結果から、女児において、「他者依存」的

対処行動はストレス反応を増大させ、ストレス反

応「無気力」の軽減には、「父」からの情緒的サ

ポートおよび「母」からの情報的サポートが有効

であることが明らかになった。

ストレス反応の間に負の相関係数が得られた。特

に、「教師からの情緒的サポート」および「教師

からの情報的サポート」は、ストレス得点を代表

する「ストレス総計」との間に、どちらも負の相

関係数が得られている。

また、「父からの情緒的サポート」や「父から

の情報的サポート｣、「母からの情緒的サポート」

や「母からの情報的サポート」がストレス反応の

下位尺度との間で、負の相関係数を示している。

つまり、教師や両親からのサポートが得られて

いると認知している者は、ストレスが弱く、教師、

両親からのサポートのストレス軽減効果が認めら

れたといえよう。言い換えると、女児は他者に依

存することによってストレスを軽減する傾向が高

いが、男児はその傾向が低いといえる。これらの

結果は、男女の性役割を反映していると考えられる。

久田（1987〉によれば、サポート源や受け手の

属性（性、年齢、社会経済的地位など）によって

ソーシャルサポートのストレス軽減効果が異なる

という。サポート源や受け手の属性のなかでも性

の要因は重要であり、例えば配偶者間のサポー

トによるストレス軽減効果は、妻において強く見

られるという報告も見られる。

岡安ら（1993）による、中学生を対象とした研

究においても、ソーシャルサポートのストレス軽

減効果は`性差が大きいという結果が得られており、

本研究において、小学生においても、同様の結果

が認められたといえる。このように、女児におい

てはサポートはストレスの軽減に有効であるとい

えるが、男児については認められない。つまり、

性によって、ストレスの軽減に有効な要因が異な

ることが推測され、女児におけるサポートのよう

な、男児におけるストレス軽減要因の解明が今後

の課題であろう。

②対処行動とストレス反応の関連性

対処行動とストレス反応の関連を検討したとこ

ろ、ストレスを軽減させる対処行動は得られず、

増大させる対処行動として「社会的協力」や「情

緒的援助希求｣、「他者依存的対処｣、「個人主義的

対処」が得られた。

尾関ら（1990）によると、大学生を対象とした

コーピング、ストレスの研究において、回避・逃

避型コーピングがストレスを増大させ、`情動型コー

４．考察

本調査は、小学校３年生、５年生を対象として、

Lazarus＆Folkman（1984）によるストレスを

捉えるシステム理論の実証的検討を目的に行った。

すなわち、ストレスに影響を与える中心的な要因

として挙げられる、ソーシャルサポート、対処行

動とストレス反応との関連`性を検討することが目

的であった。

①ソーシャルサポートとストレス反応の関連性

ソーシャルサポートとストレス反応の間の関連

を検討したところ、男児と女児においてソーシャ

ルサポートがストレスに及ぼす効果が異なるとい

う結果が得られた。

男児においては、ソーシャルサポートとストレ

ス反応の間には、「父親からの情緒的サポート」

とストレス反応の「不機嫌・怒り」の間に弱い負

の相関係数が得られたのみであった。また、各ス

トレス反応を基準変数、ソーシャルサポートを説

明変数とした重回帰分析においても、サポートに

よるストレスの軽減効果、増幅効果ともにほとん

ど認められなかった。

一方、女児においては、ソーシャルサポートと
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ピングがストレスを軽減させることが報告されて

いる。

本研究とは、対処行動を査定する尺度が同一で

はないことから、直接比較はできないが、尾関ら

の情動型コーピングは、「ストレッサーから生じ

た自らの情動反応に焦点をあて、これを軽減する

ための積極的な対処行動」であった。これを本研

究で使用したBISC項目と対応させると「社会的

協力｣、「情緒的援助希求｣、「積極的対処」にあた

る。つまり、尾関らの示す情動型コーピングを具

体的に示していることになると考えられるが、児

童にとっては、そのような情動型コーピングはス

トレスを増大させる結果となり、大学生の結果と

は、一致しないことが明らかになった。

その理由として、子どもは、成人と比較して自

己中心的なものであり、それゆえに、他者との関

わりに配慮するというよりも、自己の感情や行動

を優先きせる傾向がある。つまり、子どもにとっ

て、「社会的協力」や「情緒的支援｣、「他者依存

的対処」などの対処は、他者と接触が必要な対処

であるために、それにともなったストレスが生じ

ている可能性が考えられる。

次に個人主義的対処について概観してみよう。

成人を対象とした研究においては、不安を軽減す

る対処として、向社会的対処が強く結びつくとい

うことが明らかになっている（Hobfooletal，

1994)。しかし、子どもにおいては、そのような

一貫した結果は得られておらず、逆に、反社会的

対処が、子どもの統制感と不安を媒介する要因で

あるという結果が得られている(lopez＆Little，

1996)。

本研究においても、「個人主義的対処」が「ス

トレス反応」と正の相関が得られたことから、

Lopez＆Little（1995）によるコーピングの２

次元モデル（図２参照）によって反社会的対処で

ある個人主義的な対処とストレスとの結びつきが、

日本においても確認されたといえる。

③ソーシャルサポート、対処行動、ストレス反

応尺度の関連性

ソーシャルサポート、対処行動下位尺度、スト

レス反応総計、３者の関連性を検討するため、相

関係数を元に図３を作成した。その際、ソーシャ

ルサポート、ストレス反応は合計得点を用いて、

対処行動との相関を示した。

ソーシャルサポートの合計得点と各対処行動は、

図３の①に示すように、ソーシャルサポートと対

処行動の「回避」および「他者依存」を除いた全

てとの間に、関連`性が得られた。自分の周りには

｢自分をサポートしてくれる人がいる」と認知し

ている者は、「協力要請｣、「情緒的援助希求｣、

｢積極的対処」のような「向社会的一直接的」な

対処をとることができるといえる。一方、「自分
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をサポートしてくれる人がいない」と認知してい

る者は、「個人主義的対処」をとることが明らか

になった。

嘉数ら（1998）の研究においても、本研究と同

様に、ソーシャルサポートと対処行動の関連にお

いて、ソーシャルサポートと対処行動の「社会的

協力｣、「情緒的援助希求｣、「積極的対処」の３方

略との間に正の相関が得られている。「自分をサ

ポートしてくれる人がいる」という認知は、向社

会的な対処行動を促進していると推測することが

できる。

さらに、対処行動下位尺度とストレス反応総計

は、図３の②に示すように、対処行動の「協力要

請｣、「情緒的援助希求｣、「個人主義的対処｣、「他

者依存的対処」と「ストレス反応総計」との間

に低いが、有意な正の相関が得られた。これは、

嘉数ら（1998）の沖縄県の児童を対象とした結果

と－部一致する。嘉数らの結果においては、「協

力要請」および「情緒的援助希求」と「ストレス

反応総計」の間にのみ有意な正の相関が得られて

いた。

一方、中澤（1998）による千葉県の児童を対象

とした研究においては、「積極的対処」とストレ

ス反応との間に有意な負の相関が得られ、「積極

的対処」がストレス軽減に有効であると報告され

ているが、本研究では「積極的対処」とストレス

反応「抑うつ・不安」との間に、正の相関が得ら

れ、地域によって、対処行動がストレス反応に及

ぼす効果が異なる可能性が残された。

これらのことから、沖縄県の児童においては、

対処行動とストレス反応との間の関連が正相関で

あるという点で先行研究との一致が見られ、対処

行動が、ストレス反応を増幅させているというこ

とが分かる。

一方、ソーシャルサポートとストレス反応総計

の関連`性は、図３の③に示すように、関連が見ら

れない。

以上をまとめると、ソーシャルサポートと対処

行動間の関連性、結びつきの方が、ソーシャルサ

ポートとストレス反応間の関連`性、結びつきより

もより強いことから、対処行動が、ソーシャルサ

ポートとストレス反応を媒介する要|ﾉﾘとして存在

し、ソーシャルサポート→対処行動→ストレス反

応の流れをとらえることができる。

これらのことから、本研究の「ストレス反応表

出までの先行条件であるソーシャルサポートと、

ストレス反応の間には、媒介過程となる対処行動

が存在する」という仮説が支持され、Lazarus＆

Folkman（1984）のストレスをとらえるシステ

ム理論が支持された。
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